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Pl−24−2　強 度の 月経困難症 を伴う子宮腺筋症に 対する ジエ ノ ゲス ト長期投与 の 検討
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【目的1子宮腺筋症の 月経困難症状 は激 烈 で，投 薬に よる 患者の 症 状 改善に は 苦慮する こ とが 多 く罹患 し た女性 の QOL を著 し

く低下 させ る．子宮腺筋症に 対する 内分泌療法で は，OC や LEP 製剤．ダ ナ ゾール，　 Gn−RH ア ゴニ ス トが 処方 され る こ とが

多い が，それぞれに 適応や 副作用などの 問題 点が あ る．特 に，ダナ ゾール や Gn−RH ア ゴ ニ ス トで は様 々 な副作用の た め に長

期で の 投与に は 限界 が あ る，ま た，投与中断後の 症状再発率は非常に 高く，中断後数か月で 治療前の 状態 に まで 戻 る症例も見

られ，投薬 と休薬 を繰 り返 しなが ら長期間の 管理 を必 要 とす る こ と も 問題 の ひ とつ で あ る．今 回，月 経 困 難 症 を伴 う子 宮 腺 筋

症症例 に対す る ジエ ノ ゲ ス トの 長期投与で，良好 な 治療 成績 が得 られ た の で 報告す る，【方法】イ ン フ ォ
ー

ム ドコ ンセ ン トの 得

られ た，月経 困難 症 を伴 う子宮腺筋症 5 症 例 を対象 と した．月経困難症重症度ス ケール を用 い て ，ジ エ ノ ゲ ス ト投与前と投与
後の 月経困難症 の 改善度を評価 した．ジエ ノ ゲ ス ト投与 24週以 上経過後 に血 中 E2 を測 定す る と と も に，　CXD 法 を用 い て 骨

密度を評価 した．【成績】全例 で 月 経 困 難i症 重症 度 の 著 明 な 改 善が 認め られ た．ま た，ジエ ノ ゲ ス トの 長期投与 を行 っ た に もか

か わ らず，血 中 E2 値 は therapeutic　window 内に 維持されて おり，明らかな骨塩量 の 低下は観察されなか っ た．1結論】ジエ ノ

ゲ ス トは，強烈な月経困難症状 を有す る 子宮腺筋症症例 の 改善に対 して も，非常 に有効 な 内分泌療法 で ある と考え られ た．ま
た，内分泌療法 の 長期投与で 懸念 され る副作用 が 少 な く，安定的 に使用 で き る薬剤で あ る と考えられ た．

Pl−24・3　子宮内膜症 に対 しジ ェ ノ ゲ ス ト 18ヶ 月以上投与した長期症例における 有効性 と安全性 に つ い て の 検討
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【目的】子宮内膜症 で長期治療が 必 要 な患者に対 しジ ェ ノ ゲ ス トは 有効性 を示 しか つ 安全な治療薬 と して 注 目され て い る．今

回我 々 は子宮内膜症 に対 し ジ ェ ノ ゲ ス ト18 ヶ 月以上 （最長 36ヶ 月）投 与した 長期症例に つ い て 使用 経験 を ま とめ た の で報告

す る．【方法】当院産 科婦人科 に て 平成 20年 4 月〜平成 23年 4月まで に子 宮内膜症 〔子 宮腺筋症）と診断さ れ，ジェ ノ ゲ ス ト

2mg ／日を 18 ヶ 月以 上経 口 投与 し，イ ン フ ォ
ーム ド・コ ン セ ン トを得 られ た卵巣チ ョ コ レ

ート嚢胞 9 例，子宮腺筋症 5例，卵
巣チ ョ コ レート嚢胞 ・子宮腺筋症合併2 例 t 子宮腺筋症

・
子宮筋腫合併 1 例．子宮内膜症 ・子宮筋腫合併 1例，子 宮内膜症

1例，腹腔鏡下手術後 2例，合計 21症例 にお い て ジ ェ ノ ゲス トの 有効性 お よび副作用 に つ い て検討を行っ た．【成績】効果 は

疼痛軽減 21／21 （100％ ），子宮腺筋症縮小率 3／8 （37．5％），チ ョ コ レート嚢胞縮 小 率 8／9 （88，9％ ）で あっ た．副作用 は不正 出
血 19／21 （90．5％ ）， 頭痛 5／21 （238％）で あ っ た．主 な血 液生 化学，凝固系検査値 （APTT ，　 PT ）に長期投与 に よ る変化 は認

め られ なか っ た．血 中 Estradiol値は 長期投与 に よ り各症例 49〜64．3p9／mL の 範囲 で 推移 した．【結 論】ジ ェ ノ ゲ ス トの 重 大 な

副作用 は不正出血 で あ っ た．ジェ ノ ゲ ス トを投与 した全症例 に お い て疼痛 の 軽減 を認 め，チ ョ コ レート嚢胞縮小効果が 88．9％

あ り有効性が確認 され た．また生化学，凝固系検査に お い て 長期間異常は 認め られ ず安全性 も確認さ れ た．E2 値 に お い て は

極度の 低下 は認め られ ず骨密度減少は 軽度で あり，ジ ェ ノ ゲス ト長期投与が有効か つ 安全な治療法で ある こ とが示唆され た．
今後ジ ェ ノ ゲ ス ト長 期投与に お け る 有効性 お よび 安 全性 に つ い て の 更 な る 検 討 を加 え た い ，

Pl −24−4　二 年以 上 ジエ ノゲ ス ト周期投与法を施行した子宮腺筋症を有す る子 宮内膜症 の
一例
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子宮腺筋症は従来の 薬物治療で は一時的に症状 は軽快す る もの の，治療効果の 維持 や再発予防に 苦慮する疾患 で あ る．ジエ ノ

ゲス ト（D）は子宮内膜症細胞の 増殖抑制お よび卵巣機能抑制の 双方の 作用 に よ り効果 を発 現 し，半年以 上 の 長期投与が可能
な こ とか ら子宮腺筋症 に 対して も効果が期待 で きるが，二 年以 上 D を長 期投与 した報告 は まれで あ る．今回，D 投与時の 不
正 性器出血 を減らす投与法で あ る D 周 期 投 与法 を，子宮腺筋症 を有す る 子宮内膜症患者 に二 年以 上 に渡っ て施行し，良好な
経過を得 て い る一

例を 報告す る．
0妊 0産，X − 2 年に 子宮腺筋症病巣除去術 ・左卵巣子宮内膜症 性嚢胞切除術施行後 に ダ ナ ゾール 療法を半年間施行 した既往
あり．X 年 12月，過多月経 ・月経時疼痛が増強し再診した，子宮は超鵞卵大に腫大し，エ コ ーにて 子宮後壁 に子宮腺筋症病
巣 （63x6 ．5cm）を 認め，　 CAl25 は 79．6 （U／mL ）で あ っ た，外科的切除の 希望な く，イ ン フ ォ

ー
ム ドコ ン セ ン トを得た上で，

同月よ りD 周期投与法 （D2mg ／日を 3週 間 内服 後．1週 間休薬の ス ケ ジ ュ
ー

ル を繰 り返す）を開始 した．治療 開 始後ほ ぼ 定

期的に 月経を認め て い る が 月経 時 疼 痛 は ほ と ん ど な く，ま た 子宮腺筋 症 病巣の サ イ ズ は 36周 期 後 に は 32．6％ に 縮小 し，
CAI25 も 32周期後 に は 355 に 減少 した．血 清 E2 値は Therapeutic　window よ りや や低値で 推移 して い る が 更年期症 状は ご

く軽微 で ある．不正 性器出血 の 発現 日数は 平均 3．8 日／周 期 で あ っ た．4 周期施行中に一
過性 に 出血 過多 とな っ たが輸血を要す

る程 で は なか っ た．以 後重篤 な 出血 は 出現 して い な い．32周期 を終えて 骨密度，骨代謝，肝機能，脂質代謝，凝固系などに

異 常 所 見 は 認 め て い な い ．現在治 療開始 よ り2 年 10 ヶ 月経過 し継続中で ある．
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